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京
都
市
営
地
下
鉄
・
丸
太
町
駅
の
一
番

出
口
を
出
る
と
、
東
山
の
緑
が
き
れ
い
に

望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
、
防
火
用
の
ウ

バ
メ
ガ
シ
が
茂
る
土
塁
に
沿
っ
て
し
ば
ら

く
歩
く
と
、
御
苑
へ
の
入
口
の
ひ
と
つ
の

間
ノ
町
口
に
至
り
ま
す
。
こ
こ
を
入
っ
て

す
ぐ
左
側
に
大
き
な
門
（
東
門
）
が
あ
り
、

そ
の
内
側
が
閑か

ん
い
ん
の
み
や

院
宮
邸
跡
で
す
。

さ
て
、
閑
院
宮
と
は
、
ど
ん
な
方
だ
っ

た
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　

広
辞
苑（
第

六
版
）
を
見
る
と
「
四
親
王
家
の
一
つ
。

東
山
天
皇
の
皇
子
直な

お
ひ
と仁
親
王
に
始
ま
る
。

新
井
白
石
の
建
議
に
基
づ
き
、
将
軍
家
宣

の
上
奏
に
よ
り
、
一
七
一
〇
年
（
宝
永
七
）

創
立
。
一
九
四
七
年
ま
で
七
代
に
わ
た
り

存
続
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
天
皇
系
図
を

見
る
と
、
直
仁
親
王
か
ら
八
代
あ
と
の
今

上
天
皇
ま
で
、
ま
っ
す
ぐ
繋
が
っ
て
い
る
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京
都
御
苑
南
西
角
に
位
置
す
る
閑
院
宮
邸
跡
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
三
ヵ
年
を

か
け
て
全
面
的
な
改
修
と
周
辺
整
備
が
行
わ
れ
、
平
成
十
八
年
に
竣
工
し
た
。

来
苑
者
が
京
都
御
苑
の
歴
史
と
自
然
に
触
れ
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

閑
院
宮
邸
跡

10
周
年
に
よ
せ
て

田
村
省
二

満開のオオシマザクラと閑院宮邸跡東門
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館
の
建
設
計
画
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、
閑

院
宮
邸
の
建
物
は
、
代
替
施
設
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
整
備
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
り
、

一
時
は
解
体
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
建
物
の
歴
史
的
価
値
を

重
ん
じ
る
専
門
家
の
意
見
を
尊
重
し
、
修

復
・
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
全
国
的
に
訪
日
外
国
人
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
で
観
光
地
は
に
ぎ
わ
っ
て
い

て
、
京
都
御
苑
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
移
り
変
わ
る
時
代
・
状
況
の
中
で
、

京
都
御
苑
の
自
然
や
歴
史
を
外
国
の
方
に

も
良
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
御
所
透
か
し
を
は
じ
め
と

す
る
庭
園
管
理
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ

イ
ン
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
行
い
つ
つ
、

多
言
語
化
対
応
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
も
そ
も
、
京
都
御
苑
が
地
元
の
方
々

に
愛
さ
れ
て
こ
そ
、
管
理
が
上
手
く
行
え

ま
す
。
年
の
初
め
は
、
不
審
庵
の
初
釜
に

招
か
れ
、
千
宗
左
様
の
お
点
前
を
頂
戴

し
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
御
苑
の
周
辺

も
歴
史
・
文
化
が
隙
間
な
く
詰
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
近
所
づ
き
あ
い
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
に
展
開
し
た
い
で
す
。

先
の
大
戦
を
挟
ん
で
、
京
都
御
苑
の
管

理
は
、
環
境
省
（
旧
厚
生
省
）
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
は
、
技
術
系
と

事
務
系
の
二
種
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
技

術
系
職
員
は
も
っ
ぱ
ら
全
国
の
国
立
公
園

の
管
理
を
担
当
す
る
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
す
。

我
が
国
の
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
を
管
理

す
る
特
技
を
生
か
し
て
、
京
都
御
苑
の
管

理
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
環
境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
所
所
長
）

築
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
百
年
以
上
の
歳

月
を
経
て
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
た
め
、

十
年
前
に
大
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
、
京
都
御
苑
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
機
能
が
充
実
さ
れ
、
ま
た
、

周
囲
の
お
庭
も
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

大
改
修
前
の
こ
と
で
す
が
、
京
都
迎
賓

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
閑
院
宮
邸
は
、
明
治
十
年
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
華
族
会

館
や
裁
判
所
と
し
て
使
用
さ
れ
、
明
治

十
六
年
に
は
旧
宮
内
省
京
都
支
庁
が
置
か

れ
ま
し
た
。
東
門
の
正
面
に
あ
る
現
在
の

建
物
は
、
宮
内
省
の
支
庁
開
設
の
際
に
新

争
い
の
鳴
き
声
で
す
。「
ピ
ッ
、ピ
ッ
」

と
鳴
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
メ
ス
の

体
色
は
緑
褐
色
の
地
味
な
色
で
す
。

キ
ビ
タ
キ
は
、
苑
内
で
は
六
年
間
繁

殖
に
成
功
し
、
新
し
い
命
が
育
ち
ま

し
た
。

キ
ビ
タ
キ
は
、
春
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
っ
て
き
て
繁
殖

し
、
十
月
ご
ろ
ま
で
日
本
に
滞
在
す

る
夏
鳥
で
す
。
夏
鳥
で
は
、
キ
ビ
タ

キ
の
他
に
コ
サ
メ
ビ
タ
キ
も
五
年
間

繁
殖
に
成
功
し
、
ヒ
ナ
も
無
事
に
巣

立
ち
ま
し
た
。

コ
サ
メ
ビ
タ
キ
（
写
真
②
）
は
、

「
チ
ィ
ー
チ
リ
リ
リ
リ
リ
チ
ョ
ピ
ー

「
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
、
ツ
ク
ツ
ク

ボ
ウ
シ
」
と
い
う
軽
や
か
な
声
が
苑

内
に
響
き
渡
り
ま
す
。
春
に
ツ
ク
ツ

ク
ボ
ウ
シ
の
声
の
主
を
探
す
と
、

「
テ
ィ
リ
リ
リ
、
チ
ー
チ
ョ
ホ
イ
、

チ
ー
チ
ョ
ホ
イ
…
…
」
な
ど
と
続
け

て
美
し
い
声
で
さ
え
ず
る
キ
ビ
タ
キ

の
オ
ス
（
写
真
①
）
が
見
つ
か
る
で

し
ょ
う
。
春
は
メ
ス
を
呼
び
寄
せ
る

ラ
ブ
コ
ー
ル
で
し
た
が
、
伴
侶
が
決

ま
り
子
育
て
が
始
ま
る
と
、
縄
張
り

を
主
張
す
る
声
と
も
な
り
ま
す
。

「
ブ
ー
ン
ブ
ン
ブ
ン
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
の

よ
う
に
聞
こ
え
た
の
は
、
オ
ス
ど
う

し
の
縄
張
り
や
メ
ス
を
め
ぐ
っ
て
の 御

苑
・
い
の
ち
の
風
景
・
新
し
い
命

春
の
鼓
動西

台
律
子

京
都
御
苑
四
季
の
自
然
教
室
の

講
師
を
長
年
務
め
、
鴨
川
で
の

野
鳥
観
察
が
日
課
と
い
う

西
台
律
子
さ
ん
。

御
苑
の
鳥
た
ち
の
春
を
語
る
。

①喉の橙色が鮮やかなキビタキのオス

庭園から望む閑院宮邸跡収納展示館



　
　
中
立
売
休
憩
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
展
者
で
あ
る

　
　
菊
地
さ
ん
の
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム

「
苑
内
利
用
者
の
声
」

御
苑
の
魅
力
に
惹
か
れ
て菊地

祥
夫

閑院宮邸の立派な玄関を入って展示を
見ながら順路通りに進むと、南の縁側
にたどり着きます。私たちが訪れた日
は天気もよく、縁側で休んでいる人が
いました。それを見習うように、私た
ちも少しの時間、縁側でひと息ついて
いました。目の前には池のある庭園が
あり、背の高い木々にも囲まれて、都
会の喧騒を忘れられる気持ちのいい場
所です。縁側から入る別の部屋にある
鏡床も見どころです。床に映る木もま
た美しいものです。庭園を奥へ進むと、
緑に囲まれ小川も流れている、また別
の庭園が現れます。地面にかつてあっ
た建物の部屋だった場所が示されてあ
り、どんな人がこの庭園を見ていたの
かなと想像する楽しさがありました。

平安女学院大学国際観光学部3回生

閑院宮邸跡の縁側で
ひとやすみ

team 松　天満屋 奈央
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　③寄り添うアオバズクのつがい

春
の
訪
れ
と
共
に
、
動
植
物
が
息
吹

き
、
躍
動
し
、
鳥
が
さ
え
ず
り
、
飛
び
交

い
、
新
緑
や
た
く
さ
ん
の
花
々
が
自
慢
げ

に
そ
の
美
し
さ
を
競
い
ま
す
。

五
感
を
と
ぎ
す
ま
せ
、
い
の
ち
の
鼓
動

を
肌
で
感
じ
、
一
瞬
の
感
動
を
体
感
し
て

み
ま
せ
ん
か
！？

カ
メ
ラ
片
手
に
足
繫
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

御
苑
は
、一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、都
会

の
喧
噪
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
静
寂
の
中

に
動
植
物
が
織
り
な
す
自
然
美
と
広
く
美

し
い
公
園
や
御
所
の
築
地
塀
な
ど
の
造
形

美
が
見
事
に
融
合
す
る
世
界
が
広
が
り
、

魅
力
的
で
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
憩
い
の
場
で
す
。

古
都
・
京
都
の
中
心
に
あ
る
御
苑
に
は

野
鳥
な
ど
の
動
物
が
自
由
に
生
息
し
、
四

季
折
々
の
風
情
を
花
々
や
樹
々
の
植
物
が

彩
り
、
爽
や
か
な
風
が
通
り
す
ぎ
る
時
空

間
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仕
事
柄
、
休
日
の
朝
し
か
時
間
が
と
れ

な
い
の
で
す
が
、
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
、

な
ど
の
餌
を
捕
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

昆
虫
の
幼
虫
は
、
主
に
植
物
の
葉

を
食
べ
、
成
虫
は
花
や
樹
液
に
も
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
御
苑
で
子
育
て
を

す
る
多
く
の
野
鳥
に
と
っ
て
昆
虫
は

大
切
な
食
料
と
な
り
ま
す
。
遠
路
は

る
ば
る
渡
っ
て
き
て
、
山
間
部
で
は

な
く
御
苑
を
繁
殖
地
に
選
ん
だ
夏
鳥

た
ち
は
豊
富
な
餌
に
引
き
寄
せ
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
一
年
を
通
し
て
苑

内
で
見
ら
れ
る
留
鳥
た
ち
に
と
っ
て

も
御
苑
は
新
し
い
命
を
育
む
た
め
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
な
の
で
す
。
新
し

い
命
の
鼓
動
を
支
え
る
た
め
に
御
苑

の
多
様
な
自
然
は
大
き
な
役
割
を
果

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

リ
リ
リ
リ
」
な
ど
と
細
い
声
で
さ
え

ず
り
ま
す
が
、
他
の
鳥
の
鳴
き
声
を

真
似
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
鳴
き

の
「
ツ
ィ
ー
」
と
い
う
声
は
他
の
小

鳥
よ
り
鋭
い
感
じ
が
し
ま
す
。
オ
ス

と
メ
ス
は
同
色
で
目
の
回
り
の
白
い

ア
イ
リ
ン
グ
が
特
徴
で
す
。
キ
ビ
タ

キ
や
コ
サ
メ
ビ
タ
キ
の
親
鳥
は
、

チ
ョ
ウ
・
ガ
の
成
虫
や
枝
葉
に
つ
く

幼
虫
、
ア
ブ
、
ハ
チ
、
ア
リ
、
ク
モ

な
ど
の
虫
を
ヒ
ナ
に
与
え
ま
す
。

ま
た
、
ア
オ
バ
ズ
ク
は
、
三
十
年

以
上
御
苑
内
で
数
組
が
子
育
て
に
成

功
し
て
い
ま
す
。
ハ
ト
く
ら
い
の
大

き
さ
で
、
春
か
ら
初
夏
の
夜
に
「
ホ

ホ
ッ
、
ホ
ホ
ッ
…
…
」
と
メ
ス
と
オ

ス
が
鳴
き
合
い
、
寄
り
添
う
姿
（
写

真
③
）
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ア
オ
バ
ズ
ク
の
親
鳥
は
、
ヒ
ナ

に
ガ
類
の
成
虫
を
与
え
る
割
合
が
多

く
、
次
に
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
や
コ
ガ
ネ

ム
シ
な
ど
の
甲
虫
類
を
与
え
る
割
合

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
鳥
や
ア

ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
を
与
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
が
鳴
き
始
め
る

と
、
与
え
る
餌
の
中
心
は
セ
ミ
へ
と

移
行
し
て
い
き
ま
す
。
巣
立
っ
て
三

週
間
も
す
る
と
自
分
で
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ

②ヒナにガの幼虫を運ぶ
コサメビタキ
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会員募集（平成２８年度）のお知らせ
平成２８年度（平成２８年１月～１２月）
の国民公園協会京都御苑会員を募集
します。
■ 年会費
⃝普通会員…………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1	京都御苑ニュースの送付
2	葵祭及び時代祭の招待券の進呈
	 （ただし普通会員は会費4,000円

以上の方に限ります。）
■ 申し込み・お問合せ先
　 （一財）国民公園協会京都御苑

http://www.fng.or.jp/京 都 御 苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ

京
都
御
苑
さ
く
ら
マ
ッ
プ

2月 3月 4月 5月

２月中旬～３月中旬
ウメ〈梅林〉

３月中旬～４月中旬
モモ〈桃林〉

３月下旬～４月中旬
イトザクラ〈近衛邸跡周辺〉

３月下旬～４月中旬
ヤマザクラ〈苑内全域〉

４月中旬～４月下旬
サトザクラ〈出水の小川付近〉

御
苑
の
花
暦

昭 和59年 か ら 発 行 の『 京 都 御 苑
ニュース』を今号より誌面デザイン
を一新、全体的にビジュアル化を図
り、読みやすさを工夫しました。今
まで同様皆様のご愛読をお願いいた
します。　　　（発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の面影残る官庁建築の遺構で、収納展示室で
は京都御苑の歴史や自然のあらましが学べま
す。中庭を巡る回廊やレクチャーホールもあり、
御苑マップや苑内の見どころなど旬の情報を提
供しています。
開館時間： 9：00〜16：30（入場は16：00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
定時ミニガイド： 11：00〜、13：30〜、15：00〜
アクセス：�間ノ町口（京都御苑西南角　地下鉄

丸太町 市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた別邸。参観や茶会などにご利
用ください。
参　観：�毎週金・土曜日、葵祭・時代祭・京都

御所一般公開日　9：30〜15：30
　　　　参観料　100円（高校生以上）
利　用：�茶会、句会、謡曲等の会合にご利用で

きます。参観日、年末年始を除く毎日
9：00〜16：00　利用料　12,000円〜

　　　　申し込み：国民公園協会京都御苑

休憩所

営業時間： 9：00〜16：00（ラストオーダー）
中立売北休憩所（御苑西側中立売御門北すぐ）
食堂、売店（京土産）、ギャラリー。3月下旬か
らさくらおこわなど「春彩ごはん」始めます！
中立売南休憩所（御苑西側中立売御門南すぐ）
軽食・喫茶、売店（京土産）
富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）軽食・喫茶、菓子等の販売

駐車場

料金：乗用車500円 バス1,300円（最初の3時間）
中立売西駐車場（乗用車、バス）
乗用車252台　バス駐車可
入場　7：40〜19：30　出場　24時間
清和院東駐車場（乗用車専用）
乗用車81台
入・出場　8：40〜20：00（20：00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）　有料
富小路／今出川広場（軟式野球・ソフトボール
専用）　有料
申し込み・お問合せ：国民公園協会京都御苑

京都御所春季一般公開

恒例の春の御所一般公開です。期間中は申し込
みなしで参観できますのでこの機会にぜひお出
かけください。
期　　間：平成28年4月6日（水）〜10日（日）
入門時間： 9：00〜15：30
入　　口：宜秋門
出　　口：清所門（最終退出時間16：15）
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075−211−1211

京都御苑春の自然教室

—春の御苑にふれよう—
初めての方大歓迎！の自然観察会です。
京都の街中の貴重な緑の御苑で、春の自然を見
つけに来ませんか。
日　時：平成28年4月17日（日）9：30〜12：00

集　合：�乾御門（京都御苑北西角　地下鉄今出
川 市バス烏丸今出川 徒歩5分）

受　付：当日9：00〜9：20
講　師：京都自然観察学習会の先生方
内　容：�春の御苑内の草花、キノコ、虫や鳥の

生活を観察します。
参加費：100円（保険代）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
　　　　（一財）国民公園協会京都御苑
その他：�筆記用具を持参、ルーペ・双眼鏡など観

察用具があると便利です。雨天時の準備、
野外活動に適した服装でご参加ください。

新緑のトンボ池一般公開

自然生態系の保全のため普段は立入りを制限し
ている「トンボ池」を期間限定で公開します。
カエル、トンボ、チョウなどトンボ池の自然を
観察しましょう。多くの方のご来苑をお待ちし
ています。
日　時： 5月20日（金）〜22日（日）9：30〜15：00
場　所：�京都御苑内トンボ池（富小路口から北

東へ徒歩5分）
参加費：無料
主　催：環境省京都御苑管理事務所

提供：宮内庁京都事務所


